
夢つくし　稲刈り
令和３年９月９日

　日本人の主食である「米」。食の多様化が進
んだ現在、昨年から今年にかけての 1 人当た
りの年間消費量は 56 キロまで落ち込んでい
ます。転作作物や米粉用米が普及しています
が、持ち越し在庫は多く、米価は下落傾向に
あります。わが町でも学校給食に夢れんげや、
野菜を使用して消費拡大につなげて、地産地
消に努めていますが生産者の収入が上がるよ
うになってほしいものです。

9 月定例会
令和 2 年度決算認定　　　　  ・・・２
決算特別委員会審査報告  　　 ・・・４

一般質問　　　　　　 　    ・・・６
新遠賀川駅舎内覧会など  　　・・・８
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　９月定例会は、９月１日から17日まで17

日間開催されました。

　議案は、令和２年度一般会計と６つの特

別会計等の決算、条例改正、令和３年度一

般会計補正予算など、15件が上程され、慎

重審議を行いました。

定例会９月

監査委員要望事項
　本年度の普通会計の決算状況をみると、
実質単年度収支は 5961 万円の赤字で
あり、実質収支比率は 4.4％となってい
る。経常収支比率は 91.9％と前年度比
0.8 ポイント低下、実質公債費比率は
7.0％となっている。決算額の歳入は前
年 度 比 42.7 ％ 増、 歳 出 は 前 年 度 比
42.7% 増となっており、決算規模は令
和元年度と比較して大幅に拡大してい
る。
　こうした中、多くの事業の中止や公
営施設の休館など住民サービスの一部
が停滞するなど、新型コロナウイルス
感染症に翻

ほん

弄
ろう

された 1 年となった。
　これまでおよび今後の社会活動や経
済活動の停滞が自治体財政に及ぼす影
響は、厳しいものとなることが予想さ
れる。これまで以上に効率的・効果的
な行政財政運営を図っていただくよう
要望するものである。

一般会計 歳 入　　（万円未満四捨五入）

自主財源の収納率向上と実質単　年度収支黒字化を自主財源の収納率向上と実質単　年度収支黒字化を

町税の税目別収入状況 （万円未満四捨五入）

固定資産税
9 億 5546 万円

たばこ税
1 億 2646 万円

軽自動車税
6117 万円

町民税
9 億 3041 万円

令和 2 年度   20 億 7350 万円

歳入総額
105億6488万円

依存財源　66.1％
（内訳）

国・県支出金　 40.1％　 地方交付税　 15.8％
町債（借入金）　　 4.9％　 地方消費税交付金　　3.7％
そ の 他　　1.6％

自主財源　33.9％
（内訳）
町　　税　 19.6％　 繰 入 金　　6.5％
分担金・負担金　　2.7％　 繰 越 金　　2.5％
諸 収 入　　1.0％　 そ の 他　　1.6％

会　計　名 歳　入 歳　出 差引残額
一 般 会 計 １０５億６４８８万円 １０１億８５１１万円 ３億７９７７万円

下水道事業会計
（収益的）６億　３８６万円 ５億８９８２万円 １４０４万円
（資本的）３億　７１５万円 ４億５５３９万円 ▲１億４８２４万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 ２０億６７７３万円 ２０億５２９９万円 １４７４万円
住宅新築資金等貸付事業 ８３７万円 ８１３万円 ２４万円
遠賀霊園事業 ７１８７万円 ６３７１万円 ８１６万円
土地取得 １億　３０９万円 １億　３０４万円 ５万円
後期高齢者医療 ３億７２６６万円 ３億６８３３万円 ４３３万円

 令和２年度　各会計歳入歳出決算一覧 （万円未満四捨五入）

差引残額歳　出歳　入会　計　名
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一般会計 歳 出　 （万円未満四捨五入）

自主財源の収納率向上と実質単　年度収支黒字化を自主財源の収納率向上と実質単　年度収支黒字化を

※町財政状況の詳細は、遠賀町ホームページをご覧ください。
※表の金額は万円未満を四捨五入していますので、小計と合計に差違がある場合
　があります。

その他

　

４億４４１１万円

民生費

４９億５８０１万円

総務費

12 億６７６６万円

教育費

８億３２１５万円

消防費

２億８７１１万円

衛生費

５億１５８５万円

公債費
（借入金の返済）

５億６８４５万円

（内訳）
農林水産業費　２億２８３９万円
商 　工 　費　１億２０５８万円
議　 会 　費　　　９３２３万円
災 害 復 旧 費　　　　１９１万円

歳出総額
101億８５１１万円

民生費
48.7％

教育費
8.2％

土木費
12.9％

総務費
12.4％

消防費
2.8％

その他
4.3％

公債費
（借入金の返済）
5.6％

　令和２年度 決算認定
感染症対策により、決算規模は大幅に拡大

（一般会計・国民健康保険事業特別会計・

　後期高齢者医療特別会計　　賛成多数認定）

（その他すべて　　　　　　　全員一致認定）

●遠賀川駅舎等工事委託、駅北側広場改修工事、（仮称）交流セ

　ンター建設工事実施設計業務等　　　　　３億９９５７万円

　新駅舎等の建設工事と、工事に必要な駅北側広場の整備を行
いました。また、旧駅舎跡地に建設予定の（仮称）交流センタ
ー（おんがみらいテラス）の設計を実施しました。

●コミュニティバス事業　２３６７万円

　平成 17 年のコミュニティバス運行当
初から運行している車両のうち、１台を
老朽化のため更新しました。

土木費
　　

１3 億１１７６万円

衛生費
5.1％
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歳
入
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

「
収
入
確
保
の
努
力
義
務
が

十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
か
」

に
着
目
し
、
具
体
的
に
は

「
町
税
の
徴
収
が
効
果
的
に

な
さ
れ
て
い
る
か
」「
補
助
金

を
予
算
ど
お
り
確
保
で
き
て

い
る
か
」「
そ
の
他
収
入
確
保

の
努
力
が
十
分
で
あ
っ
た
か
」

を
審
査
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

「
議
決
さ
れ
た
予
算
が
適
正

か
つ
効
果
的
に
執
行
さ
れ
た

か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
事

業
効
果
が
上
が
っ
た
か
」
に

着
目
し
、
具
体
的
に
は
「
支

出
が
適
法
適
正
に
な
さ
れ
て

い
る
か
」「
不
用
額
は
妥
当
で

あ
る
か
」「
予
算
の
流
用
や
予

備
費
の
充
当
は
適
正
か
」「
補

助
金
の
効
果
が
あ
が
っ
て
い

る
か
」
な
ど
に
つ
い
て
審
査

し
ま
し
た
。

　

審
査
を
行
っ
た
結
果
、
委

員
会
か
ら
下
記
の
よ
う
な
指

摘
を
し
て
、
全
議
案
を
認
定

し
ま
し
た
。

　

次
の
指
摘
事
項
は
、
町
執

行
部
で
検
討
さ
れ
、
令
和
４

年
３
月
定
例
会
で
報
告
さ
れ

ま
す
。

　

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
は
児
童

の
重
要
な
受
け
皿
と
な
る
た

め
、
学
童
支
援
員
の
増
員
に

努
め
ら
れ
た
い
。

災害備蓄品は適切な管理が必要だ

18
歳
向
け
選
挙
啓
発

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
時
期

を
選
挙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
で

き
な
い
か
。

舛
添　

博
孝

萩
本　

悦
子

濵
田　

竜
一

委
員
長

副
委
員
長

平
見　

光
司

田
代　

順
二

仲
摩　

靖
浩

　

災
害
備
蓄
品
に
つ
い
て
は
、

使
用
可
能
か
状
態
の
確
認
を

含
め
、
再
度
総
点
検
を
し
て

有
効
活
用
に
努
め
ら
れ
た
い
。

指
摘
３

　

新
型
コ
ロ
ナ
支
援
策
に
つ

い
て
は
、
見
込
み
と
実
績
の

件
数
に
差
が
あ
る
た
め
、
商

工
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
よ

り
幅
広
く
効
果
的
な
支
援
と

な
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。 児童の受け皿となる学童保育クラブ

配
布
は
毎
年
９
月
頃

行
っ
て
い
る
。
配
布
時
期
は

も
ち
ろ
ん
、
若
者
に
限
ら
ず

各
年
齢
層
に
行
き
わ
た
る
内

容
な
ど
、
投
票
率
の
向
上
に

効
果
的
な
方
法
が
よ
く
、
配

布
時
期
も
選
挙
前
が
良
い
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
の
で
検

討
し
た
い
。

水
害
対
応
の
避
難
所

は
遠
賀
中
学
校
、
遠
賀
南
中

学
校
の
２
カ
所
に
な
っ
て
い

る
が
、
避
難
所
ま
で
遠
い
地

区
も
あ
る
。
小
学
校
等
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

避
難
所
は
均
等
に
指

定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

避
難
所
と
し
て
の
機
能
が
備

わ
っ
て
い
る
建
物
を
指
定
し

て
い
る
。
避
難
所
が
遠
い
と

の
意
見
も
入
っ
て
き
て
い
る

の
で
、
公
的
な
立
場
で
ど
こ

ま
で
支
援
で
き
る
の
か
、
引

き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
、

町
外
か
ら
寄
付
を
多
く
集
め

る
た
め
、
ど
う
い
う
こ
と
を

考
え
て
い
る
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
利

用
す
る
に
当
た
り
、
ど
れ
だ

け
良
い
商
品
を
見
つ
け
る
か

が
、
寄
付
者
の
視
点
に
な
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
よ
り
商
品

を
魅
力
的
に
見
せ
る
か
、
広

告
を
い
か
に
効
率
的
に
使
っ

て
い
く
か
が
大
事
で
あ
る
。

何
よ
り
も
町
内
事
業
者
の
返

礼
品
を
増
や
し
て
い
け
ば
、

町
に
も
何
ら
か
の
形
で
間
接

的
に
返
っ
て
く
る
と
い
う
良

い
循
環
が
生
ま
れ
る
と
考
え

る
。

き
め
細
や
か
な
子
ど

主
任
児
童
委
員
の
配

置
基
準
で
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
定
数
が
40
人
以
上

の
場
合
、
３
人
配
置
で
き
る
。

本
町
は
43
人
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
い
る
。
来
年
12

月
の
改
選
時
期
に
、
会
長
と

協
議
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

も
た
ち
の
支
援
を
行
う
に
は
、

地
域
の
人
が
主
任
児
童
委
員

に
な
り
、
校
区
ご
と
に
配
置

で
き
る
よ
う
増
や
す
こ
と
が

で
き
な
い
か
。
校
区
ご
と
に

１
人
配
置
を
お
願
い
し
た
い
。

令和２年度一般会計と６つの特
別会計等の歳入歳出決算につい
て、各担当課から主要施策の事
業実績を中心に概要聴取を行い、
予算がどのように事務事業に反
映されたかを審査しました。

審査報告審査報告
決算特別委員会決算特別委員会

9月8日〜13日

令和2年度令和2年度
委
員
長
報
告

  来年までに検討を！

3項目の指摘
決算特別委員会から

町執行部へ

指
摘
１

指
摘
２

指
摘
３

議 

員

議 

員

議 

員

議 

員

課  

長
課  

長

課  

長
課  

長

こ
ん
な
質
疑
も

あ
り
ま
し
た

決
算
特
別
委
員
会

～
私
た
ち
が
審
査
し
ま
し
た
～
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教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
　
　

（
全
員
一
致
同
意
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た

に
推
薦
す
る
も
の
。

　

三
好　

純
子　

さ
ん

　
　
　
　
　

 　
（
中
央
区
）

●
任
期

　

令
和
３
年
10
月
６
日
か
ら

　

令
和
７
年
10
月
５
日
ま
で

永
（
注
）

久
劣
後
ロ
ー
ン
融
資
制
度

の
創
設
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
陳
情

（
賛
成
多
数
採
択
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
廃
業
・
倒
産

の
危
機
に
あ
る
中
小
企
業
の

存
続
を
守
る
こ
と
、
中
小
企

業
と
の
共
存
共
栄
を
図
る
地

域
金
融
機
関
を
育
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
全
企
業
に

対
す
る
永
久
劣
後
ロ
ー
ン
融

資
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て
陳
情

す
る
も
の
。

（
注
）
永
久
劣
後
ロ
ー
ン

　

通
常
の
融
資
に
比
べ
て
返
済
不

能
時
の
返
済
順
位
が
低
い
点
に
加

え
、
元
本
の
返
済
期
限
が
な
い
企

業
向
け
融
資
制
度
。

　

永
久
劣
後
ロ
ー
ン
は
金
融
機
関

か
ら
資
本
と
見
な
さ
れ
る
た
め
、

銀
行
等
か
ら
さ
ら
な
る
追
加
融
資

が
受
け
や
す
く
な
る
。

　

ま
た
元
本
の
返
済
期
限
を
定
め

な
い
た
め
、
利
息
を
払
え
ば
永
久

に
借
り
続
け
ら
れ
る
が
、
融
資
に

対
す
る
返
済
義
務
は
残
る
。

経
過
報
告

　

こ
の
陳
情
は
６
月
議
会
で

陳
情
提
出
団
体
よ
り
参
考
人

を
招
致
し
説
明
を
受
け
た
が
、

よ
り
深
く
審
議
す
る
た
め
継

続
審
査
と
し
た
。

　

継
続
審
査
中
に
委
員
会
か

ら
団
体
へ
の
確
認
事
項
に
対

し
て
、
団
体
か
ら
「
永
久
劣

後
ロ
ー
ン
融
資
制
度
は
、
既

存
の
劣
後
ロ
ー
ン
制
度
を
廃

止
す
る
の
で
は
な
く
、
制
度

を
残
し
た
ま
ま
新
た
に
創
設

す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
回

答
が
あ
っ
た
。

　

９
月
議
会
で
上
記
の
陳
情

に
対
し
て
採
決
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
賛
成
多
数
で
採
択
を

し
た
。

　

な
お
、
こ
の
陳
情
の
採
択

の
後
「
全
企
業
」
の
文
面
に

対
し
て
、
よ
り
内
容
を
具
体

化
す
る
た
め
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
経

営
が
厳
し
く
な
っ
た
全
企
業
」

と
加
筆
修
正
し
た
意
見
書

（
案
）
を
賛
成
多
数
に
よ
り

可
決
し
、
国
お
よ
び
政
府
機

関
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出

し
た
。

賛否が分かれた議案　（○：賛成　 ▲：反対 　欠：欠席）

議席番号 １２３４５６７８９101112 13

会議名 萩
本
中
野
舛
添
萩
尾
二
村
加
藤

（
欠
番
）

田
代
仲
摩
濵
田
平
見
織
田
仲
野

９月
定例会

令和２年度遠賀町一般会計歳入歳出決算の認定について ○○○○○○／▲○○○○
（
議
長
）

令和２年度遠賀町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○○○○○○／▲○○○○
令和２年度遠賀町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○○○○○○／▲○○○○
永久劣後ローン融資制度の創設を求める意見書の提出に関する陳情 ○○○○▲○／○○○○○
「永久劣後ローン」融資制度の創設を求める意見書案の提出について ○○○○▲○／○○○○○

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※全員一致の議案は除いています。

【
主
な
も
の
】

地
域
活
性
化
商
品
券
補
助
金

　
　
　
　
　
　

７
５
０
万
円

　

プ
レ
ミ
ア
ム
率
25
％
の
商

品
券
（
第
２
弾
）
を
増
額
発

行
す
る
も
の
。

事
業
継
続
支
援
金
交
付
事
業

　
　
　
　
　

１
４
０
０
万
円

　

①
国
ま
た
は
県
の
月
次
支

援
金
の
対
象
外
と
な
る
事
業

者
へ
の
支
援
金
（
売
上
減
少

率
10
％
以
上
）

　

②
国
ま
た
は
県
の
月
次
支

援
金
の
対
象
事
業
者
へ
の
支

援
金
（
売
上
減
少
率
10
％
以

上
30
％
未
満
）

（
①
、
②
と
も
２
０
２
１
年

５
月
か
ら
９
月
の
い
ず
れ
か

の
月
の
売
上
と
、
前
年
ま
た

は
前
々
年
の
同
月
と
比
較
。

た
だ
し
、
２
０
２
１
年
５
月

か
ら
９
月
の
売
上
額
合
計
が
、

前
年
ま
た
は
前
々
年
の
同
時

期
の
売
上
額
合
計
と
比
較
し

て
上
回
る
場
合
は
対
象
外
。

法
人
最
大
15
万
円

個
人
事
業
者
最
大
10
万
円
）

　

③
県
の
月
次
支
援
金
の
給

付
を
受
け
た
事
業
者
へ
の
支

援
金

（
県
の
月
次
支
援
金
給
付
額

と
対
象
月
の
売
上
減
少
額
の

差
額
分
を
上
乗
せ
交
付
。

法
人
最
大
５
万
円

個
人
事
業
者
最
大
５
万
円
）

測
量
、
設
計
委
託
料

　
　
　
　
　
　

２
０
４
万
円

　

町
内
の
防
災
重
点
た
め
池

の
劣
化
状
況
の
評
価
業
務
を

委
託
す
る
も
の
。

備
品
購
入
費

　
　
　
　
　
　

１
０
８
万
円

　

庁
舎
内
の
換
気
を
す
る
た

め
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
計
６

台
、
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
26

台
、
空
気
清
浄
器
６
台
を
購

入
す
る
も
の
。

シ
ス
テ
ム
導
入
開
発
委
託
料

　
　
　
　
　
　

５
４
５
万
円

　

健
診
結
果
デ
ー
タ
お
よ
び
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
デ
ー
タ
を
健
康
管

理
シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
む
改

修
費
等
と
し
て
計
上
す
る
も

の
。人

事
案
件

一
般
会
計
補
正
予
算

令和３年度

５
８
０
６
万
円 

増  

額

（
万
円
未
満
四
捨
五
入
）

一
般
会
計
補
正
予
算

陳
情
・
意
見
書

（
全
員
一
致
可
決
）

　

第
４
回
・
５
回
目
の
補
正
予
算
は
、
５
８
０
６
万
円
を
増

額
し
、
予
算
規
模
は
88
億
３
６
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

議案名 議員名



62021.11.25 遠賀議会だより No.164

一 般 質 問議員が町に対して現行行政の見直しや新規政策を
提言する議員の重要な活動の一つです。

一般質問に関する記事は、
質問者自身で作成しています。

※一般質問の議事録は、遠賀町ホームページで公開します。

令 和 ３ 年 ９ 月６ 日

ア
ラ
ー
に
該
当
す
る
事
例
は

報
告
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
、
家
庭
内

の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ

る
こ
と
や
本
人
や
家
庭
に
自

覚
が
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、

地
域
や
学
校
で
認
知
さ
れ
に

く
い
た
め
、
該
当
す
る
子
ど

も
が
い
な
い
と
は
断
言
で
き

な
い
。

　

そ
こ
で
福
祉
・
介
護
・
医

療
・
教
育
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
が
連
携
し
、
対
象
者
を

早
期
に
発
見
し
た
上
で
、
適

切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。

本
町
で
の
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

本
町
で
は
ヤ
ン
グ
ケ

ヤ
（注）

ングケアラー早期発見に
は独自の実態調査が必要だ

国・県が実施する調査等には積極
的に協力していく

本
町
の
小
中
学
校
に

お
い
て
は
、
現
在
、
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
に
該
当
す
る
事
例

は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
学
校
が
子
ど
も
の
家
庭

の
状
況
を
全
て
把
握
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
潜

在
的
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が

存
在
し
て
い
る
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い
。

　

学
校
現
場
で
は
、
子
ど
も

の
生
活
態
度
の
変
化
な
ど
に

気
が
付
く
場
面
も
多
い
と
思

う
の
で
、
教
職
員
の
間
に
も

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発

見
と
い
う
意
識
を
さ
ら
に
高

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

厚
労
省
と
文
科
省
は
、

昨
年
の
12
月
か
ら
今
年
の
１

月
に
か
け
て
、
初
め
て
子
ど

も
た
ち
を
対
象
に
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
に
対
す
る
実
態
調
査

を
行
っ
た
が
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
早
期
発
見
・
実
態
把

握
の
た
め
に
は
、
本
町
で
も

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
の
実

態
調
査
が
必
要
と
考
え
る
。

町
長
、
教
育
長
の
考
え
を
尋

ね
る
。

態
調
査
の
予
定
は
な
い
が
、

国
・
県
が
実
施
す
る
調
査
等

現
在
、
全
町
的
な
実

に
は
積
極
的
に
協
力
し
て
い

き
た
い
。学

校
で
は
、
困
り
ご

と
や
悩
み
ご
と
に
早
め
に
気

付
く
た
め
の
毎
月
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
実
態
を
把

握
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

ま
ず
は
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
の
実
態
を
調
査
し
、

そ
れ
か
ら
支
援
に
つ
な
げ
る
、

と
い
う
の
が
道
筋
と
考
え
る

が
、
ど
う
思
う
か
。

い
う
言
葉
は
、
ま
だ
ま
だ
社

会
的
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
。

実
態
調
査
を
す
る
、
し
な
い

と
い
う
よ
り
も
、
ま
ず
は
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
言
葉

や
認
知
向
上
の
施
策
を
ま
ず

最
初
に
や
っ
て
い
く
べ
き
こ

と
と
考
え
る
。

（
注
）
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

　

家
族
に
ケ
ア
を
要
す
る
人
が
い

る
場
合
、
大
人
が
担
う
よ
う
な
責

任
を
引
き
受
け
、
家
事
や
家
族
の

世
話
、
介
護
、
感
情
面
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
を
行
っ
て
い
る
18
歳
未
満

の
子
ど
も
と
さ
れ
て
い
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と

はぎ もと         えつ   こ

萩 本 　 悦 子

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
就
学
や
進
路
に

影
響
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
社
会

問
題
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

現
状

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
実

態
調
査
の
必
要
性

教
育
長

教
育
長

町  

長

町  

長

町  

長

議
員

議
員

議
員
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一 般 質 問 議員が町に対して現行行政の見直しや新規政策を
提言する議員の重要な活動の一つです。

一般質問に関する記事は、
質問者自身で作成しています。

※一般質問の議事録は、遠賀町ホームページで公開します。

令 和 ３ 年 ９ 月６ 日

新型コロナ感染症対策、気楽
に検査できる体制づくりを

検査実施医療機関や検査件数は多
く、検査難民は発生していない

政
府
分
科
会
の
尾お

身み

会
長
は
「
ち
ょ
っ
と
で
も
具

合
の
悪
い
人
、
感
染
の
心
配

の
あ
る
人
は
、
職
場
・
学
校
・

地
域
、
ど
こ
で
も
気
楽
に
検

査
が
で
き
る
体
制
を
国
、
自

治
体
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
で

き
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
を
一

生
懸
命
ぜ
ひ
、
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

本
町
で
も
、
気
楽
に
検
査

が
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

本
町
を
所
管
す
る
遠

賀
中
間
医
師
会
、
管
轄
す
る

宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
と
は
、
健
康
対
策
協

議
会
を
設
置
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
セ
ン
タ
ー
も
、
健
康
対

策
協
議
会
で
協
議
し
て
い
る
。

　

管
内
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
等
の
実
施
医
療
機
関
や

保
健
所
の
行
政
検
査
に
協
力

し
て
い
る
医
療
機
関
の
検
査

件
数
も
多
い
こ
と
か
ら
、
発

熱
や
体
調
不
良
な
ど
で
医
師

に
相
談
す
る
こ
と
で
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
等
の
実
施
ま
た
は
検

査
機
関
を
紹
介
で
き
る
。

　

ま
た
、
濃
厚
接
触
者
は
、

保
健
所
の
指
示
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
が
実
施
さ
れ
、
濃
厚
接
触

者
で
は
な
い
検
査
希
望
者
は

要
検
査
対
象
者
と
し
て
保
健

所
が
検
査
を
実
施
す
る
等
、

管
内
で
検
査
難
民
が
発
生
し

て
い
る
状
況
で
は
な
い
。

校
則
の
実
態
と
生
徒

た
ち
の
声
を
踏
ま
え
、
憲
法

と
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
見

地
か
ら
校
則
を
見
直
す
立
場

に
立
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

校
則
の
基
本
的
な
考

え
方
は
、
児
童
生
徒
が
健
全

な
学
校
生
活
を
営
み
、
よ
り

よ
く
成
長
、
発
達
し
て
い
く

た
め
、
各
学
校
の
責
任
と
判

断
の
下
に
定
め
ら
れ
る
一
定

の
決
ま
り
と
捉
え
る
。

　

児
童
生
徒
が
健
全
な
学
校

生
活
を
送
る
に
は
、
集
団
生

活
の
場
で
の
一
定
の
決
ま
り

が
必
要
で
、
見
直
す
際
に
は
、

自
費
検
査
を
提
供
す
る
町
内
の
検
査

機
関
、
お
ん
が
病
院

児
童
生
徒
が
決
ま
り
を
守
る

こ
と
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い

学
校
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
意

識
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

ま
た
、
各
学
校
の
課
題
と

経
緯
や
、
地
域
か
ら
の
声
を

踏
ま
え
、
教
職
員
は
、
基
本

的
人
権
を
保
障
す
る
子
ど
も

の
権
利
条
約
の
下
、
一
人
一

人
を
大
切
に
す
る
児
童
生
徒

指
導
の
在
り
方
を
十
分
に
認

識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

社
会
の
常
識
や
時
代
の
進

展
も
考
慮
し
、
児
童
生
徒
や

保
護
者
の
声
を
ど
う
取
り
入

れ
る
か
、
各
学
校
の
実
情
に

応
じ
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
。

頭
髪
、
服
装
、
持
ち

物
は
そ
の
個
人
が
決
め
る
も

の
で
、
中
学
校
は
、
頭
髪
や

服
装
に
つ
い
て
決
ま
り
が
多

く
人
権
を
侵
害
し
て
い
る
。

集
団
生
活
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
秩
序
を
保

た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
社

会
生
活
を
営
む
が
、
体
験
的

に
ル
ー
ル
を
守
る
、
理
解
す

る
こ
と
が
重
要
で
、
大
変
意

義
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

 た     しろ　      じゅん    じ

田 代 　 順 二

校
則
の
問
題
に
つ
い

て

気
楽
に
検
査
が
で
き

る
体
制
づ
く
り
を

教
育
長

教
育
長

町  

長

議
員

議
員

議
員



82021.11.25 遠賀議会だより No.164

議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
遠
賀
町
議
会
事
務
局　

☎
０
９
３(

２
９
３)

１
２
３
５　

e-m
ail : gikaijim

ukyoku@
tow

n.onga.lg.jp

　

９
月
議
会
は
令
和
２
年
度

の
決
算
を
審
議
す
る
重
要
な

議
会
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

決
算
特
別
委
員
会
は
６
名

の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
令
和

２
年
度
の
一
般
会
計
と
、
特

別
会
計
等
を
決
算
書
と
事
業

実
績
報
告
書
を
下
に
執
行
部

の
説
明
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
質
疑
を
し
、
疑
問
を
指
摘

し
て
、
次
年
度
の
予
算
に
反

映
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事

が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
町
独
時
支
援
策
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
令
和

３
年
度
も
継
続
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
と
、
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措
置
が
全
国

的
に
解
除
と
な
り
ま
し
た
が

予
断
は
許
さ
れ
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

舛
添　

博
孝

 
 

遠
賀
議
会
だ
よ
り

発
行
責
任
者

議
　
長

　
仲
野
　
新
三
郎

議
会
広
報

　
　
　
常
任
委
員
会

委
員
長

　

田
代
　
順
二

副
委
員
長

　
仲
摩
　
靖
浩

委
　
員

　
舛
添
　
博
孝

　
萩
尾
　
修
身

　
二
村
　
誠
司

　
平
見
　
光
司

次回の定例会は 12月です
詳しい日程は、
　　      11 月下旬に遠賀町ホームページでお知らせします。

本会議の様子は、以下の場所でライブ中継を行います。
遠賀町役場・遠賀町中央公民館・ふれあいの里センター・駅前サービスセンター
※遠賀町ホームページからも、視聴することができます。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財

源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

（
全
員
一
致
可
決
）

（
関
係
機
関
に
送
付
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
地
方
財

政
は
、
来
年
度
に
お
い
て
も

巨
額
の
財
源
不
足
が
避
け
ら

れ
な
い
厳
し
い
状
況
に
直
面

し
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
は
も
と
よ
り
、
地
方

創
生
、
雇
用
対
策
、
防
災
・

減
災
対
策
、
デ
ジ
タ
ル
化
や

脱
炭
素
社
会
の
実
現
と
と
も

に
、
財
政
需
要
の
増ぞ
う

嵩こ
う

が
見

込
ま
れ
る
社
会
保
障
等
へ
の

対
応
に
迫
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
た
め
に
は
、
地
方
税
財
源

の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

令
和
４
年
度
地
方
財
政
対
策

及
び
地
方
税
制
改
正
に
向
け
、

財
源
不
足
の
補
充
・
対
応
を

確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
、

強
く
要
望
す
る
。

　

令
和
３
年
７
月
26
日
、
７

月
31
日
に
開
業
と
な
る
新
遠

賀
川
駅
舎
の
内
覧
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

遠
賀
川
駅
は
、
明
治
23
年

の
開
設
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
、
町
の
玄
関
口
と
し
て
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
に
駅
舎
が
火
災

で
焼
失
し
、
仮
設
駅
舎
が
建

て
ら
れ
て
か
ら
は
、
新
駅
舎

の
建
設
が
長
ら
く
待
ち
望
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

内
覧
会
当
日
は
、
報
道
各

社
が
取
材
に
訪
れ
る
中
、
Ｊ

Ｒ
か
ら
建
物
全
般
の
説
明
を

受
け
た
後
、
新
駅
舎
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

改
札
は
２
階
に
あ
り
、
１

階
か
ら
２
階
へ
は
、
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
と
階
段
が
併
設
さ

れ
て
お
り
、
足
の
不
自
由
な

方
に
も
利
用
し
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

２
階
の
橋
上
部
分
は
、
駅

の
南
北
に
か
か
る
既
設
の
自 

由
通
路
に
つ
な
が
っ
て
い
て
、

駅
南
側
か
ら
の
利
便
性
が
増

　

芦
屋
基
地
滑
走
路
延
長
事

業
に
係
る
飛
来
塩
分
調
査
結

果
が
芦
屋
基
地
よ
り
報
告
さ

れ
、
令
和
３
年
９
月
１
日
、

基
地
周
辺
対
策
特
別
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

保
安
林
伐
採
前
と
伐
採
後

の
飛
来
塩
分
状
況
を
15
地
点

で
夏
季
（
令
和
２
年
９
月
）

冬
季
（
令
和
２
年
12
月
、
令

和
３
年
２
月
）
に
土ど

研け
ん

式し
き

と

ガ
ー
ゼ
式
の
２
種
類
で
実
施

さ
れ
、
調
査
結
果
と
し
て
は
、

い
ず
れ
も
海
側
地
点
の
飛
来

塩
分
量
が
多
か
っ
た
が
令
和

元
年
度
と
類
似
し
た
結
果
で

あ
り
、
海
側
で
は
２
月
が
最

も
多
く
、
次
に
12
月
、
９
月

で
海
岸
か
ら
距
離
が
遠
く
な

る
ほ
ど
塩
分
量
は
減
少
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
は
、

外
周
道
路
整
備
及
び
浸
透
池

設
置
工
事
、
令
和
３
年
５
月

下
旬
よ
り
松
伐
採
中
で
あ
り
、

今
後
も
工
事
完
了
ま
で
の
経

過
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

意 

見 

書

し
ま
し
た
。

　

改
札
口
内
部
に
新
設
さ
れ

た
ト
イ
レ
は
、
男
性
用
女
性

用
そ
れ
ぞ
れ
に
ベ
ビ
ー
チ
ェ

ア
や
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
等
、
多

目
的
機
能
が
備
わ
っ
て
い
て
、

車
い
す
で
も
利
用
し
や
す
い

よ
う
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空

間
が
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
駅
の
１
階
部
分
に
は

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が

入
り
、
Ｊ
Ｒ
利
用
者
や
近
隣

住
民
の
買
い
物
手
段
と
し
て

重
宝
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
駅
に
隣
接
し
た

「
お
ん
が
み
ら
い
テ
ラ
ス
」

と
名
付
け
ら
れ
た
交
流
セ
ン

タ
ー
や
駐
車
場
な
ど
の
建
設

も
開
始
さ
れ
、
本
町
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
し
て
発
展
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

新駅舎について説明を受けました

 

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　

 

（
基
地
周
辺
対
策
特
別
委
員
会
）

新
遠
賀
川
駅
舎
の

内
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た


